
役員報酬の支給に関する規定

特定非営利活動法人

日本テニスウエルネス協会

(目 的)

第1条 この規定は、特定非営利活動法人日本テニスウエルネス協会 (以下「本
塗△上と」い立。)の役員報酬の支給の基準について定めることを目的と

する。

(報酬及び費用の支給)

第2条 本法人は、常勤及び非常勤にかかわらず、当分の間、 員報酬は一切支
給しない。ただし、旅費等の実費は支給することができる。

附則 この規定は、平成 30 年 月 1日 か ら施行する。1

(規.定の変更と
第3条 この規定の実施に関し必要な事項は、理蔓全f≧慶菫L_主_2≦塑:璽二L:全_こ _

と至できる二



職員就業規則

特定非営利活動法人

日本テニスウエルネス協会



第 6章 賃金

(賃金の構成)

第 30条 賃金の構成は、次のとおりとする。

基本給

賃金
■, 1セ
す コ

家族手当

通勤手当

役付手当

精勤手当

時間外労働割増賃金

休日労働割増賃金

深夜労働割増賃金

割増賃金

(基本給)

第31条 基本給は、本人の職務内容、技能、勤務成績、年齢等を考慮して各人別に決 定

する。

(家族手当)

第32条 家族手当は、次の家族を扶養している労働者に対し支給する。
①  18歳未満の子
1人につき 月額5, 000円
② 65歳以上の父母
1人につき 月額5, 000円

(通勤手当)

第 33条 通勤手当は、本法人「通勤手当支給規定」において、支給する。

(役付手当)

第 34条 役付手当は、以下の職位にある者に対し支給する。

部長 月額 10,000円
課長 月額  5,000円
係長 月額  3,000円
2昇格によるときは、発令日の属する賃金月から支給する。この場合、当該賃金月に お

いてそれまで属していた役付手当は支給しない。



3降格によるときは、発令日の属する賃金月の次の賃金月から支給する。

(精勤手当)

第35条 精勤手当は、当該賃金計算期間における出勤成績により、次のとおり支給す る。
① 無欠勤の場合     月額 3, 000円
③ 欠勤 1日以内の場合  月額 1, 000円
2前項の精勤手当の計算においては、次のいずれかに該当するときは出勤したものと
みなす。

① 年次有給休暇を取得したとき
② 業務上の負傷又は疾病により療養のため休業したとき
3第 1項の精勤手当の計算に当たっては、遅刻又は早退 3回をもって、欠勤 1日 と
みなす。

(割増賃金)

第36条 時間外労働に対する割増賃金は、次の割増賃金率に基づき、次項の計算方法 に
より支給する。

(1)1か月の時間外労働の時間数に応じた割増賃金率は、次のとおりとする。この 場合
の 1か月は毎月 1日 を起算日とする。

① 時間外労働45時間以下・・・25%
② 時間外労働45時間超～60時間以下・ 。35%
③ 時間外労働60時間超・・・・・ 50%
④ ③の時間外労働のうち代替休暇を取得した時間・・・35%(残 り15%の割
増賃金は代替休暇に充当する。)

(2)1年間の時間外労働の時間数が360時間を超えた部分については、40%
とする。この場合の 1年は毎年4月 1 日を起算日とする。

(3)時間外労働に対する割増賃金の計算において、上記 (1)及び (2)のいずれ

にも該当する時間外労働の時間数については、いずれか高い率で計算することとする。

2割増賃金は、次の算式により計算して支給する。

① 時間外労働の割増賃金

(時間外労働が 1か月 45時間以下の部分)

基本給十役付手当+精勤手当×1.25× 時間外労働の時間数

1か月の平均所定労働時間数

(時間外労働が 1か月 45時間超～60時間以下の部分)



基本給+役付手当十精勤手当×1.35× 時間外労働の時間数

1か月の平均所定労働時間数

(時間外労働が 1か月 60時間を超える部分)

基本給+役付手当十精勤手当×1.50× 時間外労働の時間数

1か月の平均所定労働時間数

(時間外労働が 1年 360時間を超える部分)

基本給+役付手当+精勤手当×1.40× 時間外労働の時間数

1か月の平均所定労働時間数

② 休日労働の割増賃金 (法定休日に労働させた場合)
基本給+役付手当+精勤手当×1.35× 休日労働の時間数

1か月の平均所定労働時間数

③ 深夜労働の割増賃金 (午後 10時から午前5時までの間に労働させた場合)
基本給十役付手当+精勤手当×0.25× 深夜労働の時間数

1か月の平均所定労働時間数

(代替休暇)

第 37条  1か月の時間外労働が60時間を超えた労働者に対して、労使協定に基づ き、

次により代替休暇を与えるものとする。

2代替休暇を取得できる期間は、直前の賃金締切日の翌日から起算して、翌々月の賃
金締切日までの2か月とする。

3代替休暇は、半日又は 1日 で与える。この場合の半日とは、

午前(8:30～ 13 :00)又 は午後(13 :00～ 17 :30)の ことをいう。
4代替休暇の時間数は、 1か月60時間を超える時間外労働時間数に換算率を乗じた

時間数とする。この場合において、1換算率とは、代替休暇を取得しなかった場合に支

払う割増賃金率50%から代替休暇を取得した場合に支払う割増賃金率35%を 差
し引いた 15%と する。また、労働者が代替休暇を取得した場合は、取得した時間数

を換算率(15%)で除した時間数については、 15%の割増賃金の支払を要しないこ

ととする。



5代替休暇の時間数が半日又は 1日 に満たない端数がある場合には、その満たない部
分についても有給の休暇とし、半日又は 1日 の体暇として与えることができる。ただ

し、前項の割増賃金の支払を要しないこととなる時間の計算においては、代替休暇の

時間数を上回って休暇とした部分は算定せず、代替休暇の時間数のみで計算すること

とする。

6代替休暇を取得しようとする者は、 1か月に60時間を超える時間外労働を行った
月の賃金締切日の翌日から5日 以内に、会社に申し出ることとする。代替休暇取得

日は、労働者の意向を踏まえ決定することとする。

7本法人は、前項の申出があった場合には、支払うべき割増賃金額のうち代替休暇に代
替される割増賃金額を除いた部分を通常の賃金支払日に支払うこととする。ただし、

当該月の末日の翌日から2か月以内に取得がなされなかった場合には、取得がなさ
れないことが確定した月に係る賃金支払日に残りの 15%の割増賃金を支払うことと
する。

8本法人は、第6項に定める期間内に申出がなかった場合は、当該月に行われた時間外
労働に係る割増賃金の総額を通常の賃金支払日に支払うこととする。ただし、第 6項

に定める期間内に申出を行わなかった労働者から、第 2項に定める代替休暇を取得で

きる期間内に改めて代替休暇の取得の申出があった場合には、本法人の承認により、代

替休暇を与えることができる。この場合、代替休暇の取得があった月に係る賃金支払 日に

過払分の賃金を精算するものとする。

(休暇等の賃金)

第 38条 年次有給休暇の期間は、所定労働時間労働したときに支払われる通常の賃金 を

支払う。

2産前産後の休業期間、育児時間、生理休暇、母性健康管理のための休暇、育児・介

護休業法に基づく育児休業期間、介護休業期間及び子の看護休暇期間、裁判員等のた

めの休暇の期間は、無給 /通 常の賃金を支払うこと とする。
3第 9条に定める休職期間中は、原則として賃金を支給しない ( か月までは 割
を支給する)

(臨時休業の賃金)

第 39条 本法人側の都合により、所定労働日に労働者を休業させた場合は、休業 1日 に
つき労基法第 12条に規定する平均賃金の6割を支給する。この場合において、 1日

のうちの一部を休業させた場合にあつては、その日の賃金については労基法第26条 に定

めるところにより、平均賃金の6割に相当する賃金を保障する。



(欠勤等の扱い)

第40条 欠勤、遅刻、早退及び私用外出については、基本給から当該日数又は時間分 の
賃金を控除する。

2前項の場合、控除すべき賃金の 1時間あたりの金額の計算は以下のとおりとする。

基本給■ 1か月平均所定労働時間数

(1か月平均所定労働時間数は第 36条の算式により計算する。)

(賃金の計算期間及び支払日)

第41条 賃金は、毎月末日に締め切って計算し、翌月25日 に支払う。ただし、支 払
日が休日に当たる場合は、その前日に繰り上げて支払う。

2前項の計算期間の中途で採用された労働者又は退職した労働者については、月額の 賃
金は当該計算期間の所定労働日数を基準に日割計算して支払う。

(賃金の支払と控除)

第42条 賃金は、労働者に対し、通貨で直接その全額を支払う。
2前項について、労働者が同意した場合は、労働者本人の指定する金融機関の預貯金日座
へ振込により賃金を支払う。

3次に掲げるものは、賃金から控除する。
① 源泉所得税
② 住民税
③ 健康保険、厚生年金保険及び雇用保険の保険料の被保険者負担分

(賃金の非常時払い)

第43条 労働者又はその収入によつて生計を維持する者が、次のいずれかの場合に該
当し、そのために労働者から請求があったときは、賃金支払日前であっても、既往の 労働

に対する賃金を支払う。

① やむを得ない事由によって1週間以上帰郷する場合
② 結婚又は死亡の場合

③ 出産、疾病又は災害の場合
④ 退職又は解雇により離職した場合

(昇給)

第44条 昇給は、勤務成績その他が良好な労働者について、毎年 4月 1日 をもって行

うものとする。ただし、本法人の業績の著しい低下その他やむを得ない事由がある 場合

は、行わないことがある。



2顕著な業績が認められた労働者については、前項の規定にかかわらず昇給を行 うこ と
がある。

3昇給額は、労働者の勤務成績等を考慮して各人ごとに決定する。

(賞与)

第45条 賞与は、原則として、下記の算定対象期間に在籍した労働者に対し、本法人の
業績等を勘案して下記の支給日に支給する。ただし、本法人の業績の著しい低下その他 や

むを得ない事由により、支給時期を延期し、又は支給しないことがある。

算定対象期間 支給日

1 月 1日 から 6 月 30 日まで  7月 10 日
7月 1 日から 12月 31 日まで 12月 10 日

2前項の賞与の額は、本法人の業績及び労働者の勤務成績などを考慮して各人ごとに決
定する。

附 貝」 (施行期日)第 1条 この規則は、平成 31年 2月 17 日から施行する。



書式第 17号 (法第 55条関係)

特定非営利活動促進法第 54条第2項第3号に定める事項を記載した書類

法人名 日本テニスウエルネス協会 事 業 年 度
令和 2年 1月 1日 ～

令和 2年 12月 31日

1 資金に関する事項 Ю収益の源泉別の明細、倍入金の明細その他の資金に関する事呵
※ 丸数字は、特定押 活動促進法第 M条第2項第3引こ定める事項の詳細について規定している特定非営利活動促進法施行規

該当なし

収 益 源 泉 の 内 訳 金   額

入会金収入 0円

正会員年会費収入

賛助会員寄附金

70,ⅨЮ円

2(Ю,αЮ 円

事業収入 0円

2円財産運用収入

雑収入 0円

円

円

円

円

円

円

円

円

ロ̂ 計 270,∝)2円

(1)収益の源涼』|」の明細

(2)借入金の明細

′」土
l日 入 先 金   額

該当なし 円

■

．

円

円

ノヽ
ロ 計 円

(3)その他

則第32条第1項各号に対応しています。以下同じです。

|

|

|



2資 産の譲渡等の内容に関する事項 Ю資産の譲渡等に係る事業の料金 条件その他その内容に関する事I厠

料 金 条  件  等役 務 の 提 供 の 内 容

円該当なし

円

円

円

円

円

(1)資産の譲渡に係る料金及び条件等

譲 渡 資 産 の 内 容 料 金 条  件  等

該当なし 円

円

円

円

円

円

円

円

円

(2)資産の貸付けに係る料金及び条件等

貸 付 資 産 の 内 容 料 金 条  件  等

該当なし

円

円

円

11]

円

円

(3)4覺務
`洸
是,そに係、る撤 び条件等

円
|



3取 引の内容に関する事項 [③次に掲げる取引先、取引金額その他その内容に関する事項 イ 収益の生ずる取引及(蹟用の生
ずる取引のそれぞれについて、取引金額の最も多いものから順次その順位を付した場合におけるそれぞれ第一順位から第五順位まで

の取引 口 役員等との取引]

(1)収益の生ずる取引の上位5者

(2)費用の生ずる取引の上位 5者

(3)役員、社員、職員若しくは寄附者又はこれらの者の親族等との取引

イ 資産の譲渡 (棚卸資産を含む。)

ロ 資産の貸付け (金銭の貸付けを含む。)

ハ 役務の提供 (施設の利用等を含む。)

氏名又は名称 住所又は所在地 取引金額

200,∝Ю円 寄附金

以下余白

氏名又は名称 住所又は所在地 取引金額 取 引 内 容 等

108∝Ю円 事業会計顧問料

74,1∝)円 グリップテープ

1,135円 布粘着テープ、ダンボール

以下余白

取引先の氏名等
法人との

関  係
住所又は所在地

譲 渡

年月日
譲 渡 価 格 譲渡資産の内容等

該当なし 円

取引先の氏名等
法人との

関  係
住所又は所在地

貸 付

年月日
対 価 の 額 譲渡資産の内容等

該当なし 円

取引先の氏名等
法人との

関  係
住所又は所在地

役務の提

供年月日
対 価 の 額 役務提供の内容等

該当なし 円

1取1邸
容

|



4 書

"付

嗜手にi野する毒●買口④寄附者 (役員、役員の親族等で、当該法人に対する寄附金の額の事業年度中の合計額が20万円以上で
あるものに限る。)の氏名並びにその寄附金の額及び受領年月日]

氏 名 寄 附 金 額 受 領 年 月 日

該当なし

5 給与の総額等に関する事項 [G冷与を得た職員の総数及び当該職員に対する給与の総額に関する事呵

給 与 を 得 た 職 員 の 総 数 左 記 の 職 員 に 対 す る 給 与 総 額

該当なし 円

6 支出した寄附金に関する事項 [⑥支出した割附金の額並びにその相手先及び支出年月日]

支出年月日 支出先の名称 所 在 地 支出した割附金額

該当なし
Ｆ

‐

〈
ロ 計 円

海外への送金等に関する事項 (その金額が200万円以下の場合に限る。)[@∞ 万円以下の海外への送金又は金践
の持出しを行った場合におけるその金額及び使途並びにその実施日]

7

実 施  日 使 途 金   額

該当なし
円

円

円

円

円

円

円

寄附の目的等

円



法人名 特定非営利活動法人 日本テニスウエルネス協会 チッタ
'欄

3運営組織及び経理に関して次に掲げる基準に適合していること
イ 役員の総数のうちに次の者の数の占める割合がそれぞれ3分の1以下であること
(1)役員及びその親族等

② 特定の法人の役員又は使用人である者及びこれらの者の親族等
口 各社員の表決権が平等であること

○

ハ 会計について公認会計士又は監査法人の監査を受けていること、又は帳簿書類の備付け、取引の記録及び
帳簿書類の保存について青色申告法人に準じて行われていること

二 支出した金銭の費途が明らかでないものがある等の不適正な経理が行われていないこと

イ

区  分

役員

数

最も人数

が多い「親

族等」のグ

ループの

人数

割 合

②―①

最も人数が多い「特定の

法人の役員又は使用人で

ある者及びこれらの者の

規族等」のグループの人

数

割 合

① ② ③ ④ ⑤

0 令和 2年 1月 1日～令和 2年 12月 31日 7人 0人 0.0% 0人 OЮ%

⑮ 年 月 日～ 年 月 日
人 人 % 人 %

◎ 年 月 日～ 年 月 日
人 人 % 人 %

③ 年 月 日～ 年 月 日
人 人 % 人 %

◎ 年 月 日～ 年 月 日
人 人 % 人 %

申 1月 時
人 人 % 人 %

(注 1)

(注 2)

各欄の人数等は、第3表付表1「役員の状況」から転記してください。

③吸α〕こついては 小数点以下第2位を切り捨てた数値を記載してください。

(例)33. 333・ …96 ‐‐ 33. 396

書式第 7号 (法第 44条・51条・58条関係 )

認定基準等チェック表  (第 3表 ) (初葉)

(注意事
'0

・ 認定基準等チェック表 (第 3表)は 法第55条第1項に基づく書類 (役員輌酬規程等提出書類)の提出時においても記載及び添

付する必要があります。その場合、上記口の記載の必要はありません。

・ 認定の有す麒肝1師の更新の申請に当たつては、法第関条第1項に基づく書類 (役員報酬観程等提出書類)に記載した事項について、
添付を省略することができます。

項  目

④‐0

|

|

| |

|



ハ

Q_趣堕コ唾睦QttL」日中囲図却国資曇ユ』□螢整出甦
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項 ④ ⑤ ◎ ① ◎ 申 請 時

会計について公認会計士又は監査法人の監査

を受けている

は い

にヽヽ こえノ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

帳簿書類の備付け、取引の記録及び帳簿書類の

保存を青色申告法人に準じて行っている いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

項 ④ ⑮ ◎ ③ ◎ 申 請 時

費途が明らかでない支出がある、帳簿に虚偽の

記載がある等の不適正な経理の有無
有・① 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

第3表 (次葉)

(注意事つ

認定の有効期間の更新の申請に当たつては、法第

“

条第1項に基づく書類 (役員欄酬規程等提出書類)|_画した事項について、改
めて記載する必要はありません。

|

|

|
|



法人名 日本テニスウエルネス協会 ④ ⑮ ◎ ① ◎ 申 請 時

役  員  数 7人 人 人 人 人 人

0人 人 人 人 人 人

0人 人 人 人 人 人

書式第 8号 (法第44条・51条・58条関係)

役 員 の 状 況 第 3表付表 1

(注意事項)

認定の有効期間の更新の申請に当たつては、法第 55条第 1項に基づく書類 (役員報酬規程等提出書類)に記載した事項につい
て、添付を省略することができます。

役 員 の 内 訳

氏   名 住  所 職名

続

柄

等

就 任 等 の 状 況

⑮ ◎ ① ◎ | F

就任

年月日

岩井 勇策

松枝 證

松本 公一

三浦 知義

矢内 信夫

湯山 泰次

鈴木 千登世

理事

理事長

理事

理事

理事

理事

監事

○

⌒
ヽ

○

○

○

○

平成 31年

1月 1日

就任

平成 11年

4月 21日

就任

平成 11年

4月 21日

就任

平成 19年

1月 1日

就任

平成 11年

4月 21日

就任

平成 19年

1月 1日

就任

平成 29年

1月 1日

就任

|

|

|

| ○ |

|

|

〇 |

|

|

|

|



法人名 特定非営禾I括動法人 日本テニスウエルネス協会

伝 票 又 は 帳 簿 名 左の帳簿等の形態 詞帳の時期 保存期間

現金出納帳

表計算ソフト (Ex∝1 使用)

ルーズリーフ

随時 7年

預金出納帳

表計算ソフト (Excel 使用)

ルーズリーフ

随時 7年

総勘定元帳

会計ソフト (キーパー財務 使用)

装丁帳簿

随時 7年

仕訳日記帳

会計ソフト (キーパー財務 使用)

ノレーズリーフ

随時 7年

書式第9号 (法第44条・51条・58条関係)

帳 簿 組 織 の 状 況 第3表付表2

(配載要lD
「伝票又は帳簿名」欄は、例えば「入金伝票」、「出金伝票」、「振普伝コし、I現金出悧鴨民l、「総勘定元帳」などのように記載します。
「左の根簿等の形態」樹よ「単票」、「ノレーズリーフ」、「装丁帳簿」などのように記載します。
「記帳の時期」楓よ「随時」、「毎日」、「―週間ごと」のように記載します。

躍定の有効期間の更新の申請に当たつては、法第

“

条第1項に基づく書類 (役員報酬規程等提出書類)に記載した内容に変更
がないとき|よ 添付を省略することができます。

|

| | |

以下余白



法人名 特定非営利活動法人 日本テニスウエルネス協会 チェック欄

4 事業活動に関して次に掲げる基準に適合していること
イ 宗教活動又は政治活動等を行つていないこと

○

口 役員等に対し報馴又は給与の支給に関して特別の利益を与えないこと、役員等又は役員等が支配する法人
と当法人との間の資産の譲渡等に関して特別の利益を与えないこと、役員等に対し役員の選任その他当法人

の財産の運用及び事業の運営に関して特別の利益を与えないこと、及び営利を目的とした事業を行う者、上

記イの活動を行う者又は特定の公職の候補者若しくは公職にある者に対し寄附を行わないこと

ハ 実績判定期間における事業費の総額のうち特定非営利活動に係る事業費の額の占める割合が80%以上で
あること

二 実績判定期間における受入寄附金総額の70%以上を特定非営利活動の事業費に充てていること

項 目 ⑤ ◎ ① ◎ 申請寺

宗教の教義を広め、儀式を行い、及

び信者を教化育成する活動
有・① 有 ・ 無 有 ・ 無 有 笠 有・ 無 有・ 無

政治上の主義を推進し、支持し、又

はこれに反対する活動
有・① 有・ 無 有 ・ 無 有 。無 有 ・ 無 有 ・ 無

特定 杉軸に喉補暗若しく|ま公職に

ある者又嶺女党を推薦し、支持し、

又はこれらに反対する活動

有・① 有 ・ 無 有 ・ 無 有
`〔

|[ 有 4正 有・ 無

イ

ロ

項 目 ③ ⑮ ◎ ① ◎ 申市単キ

役員の職務の内容、職員に対する給与の支給の状況、当法人とその

活動内容及び事業規模が類似する他の法人の役員に対する報酬の支

給の状況等に照らして、当法人の役員に対する報酬の支給として過

大と認められる報酬の支給その他役員等に対し錮酬又は給与の支給

に関して特別¢利益の供与の有無

有・① 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

役員等又は役員等が支配する法人に対しその対価の額が当該資産の

その譲渡の時における価額に比して著しく過少と認められる資産の

譲渡その他:役員等又は役員等が支配する法人と当法人の間の資産の

譲渡等に関して特別¢禾11益の供与の有無

有・④ 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

役員等に対し役員の選任その他当法人の財産の運用及び事業の運営

に関して特男|に

"l益

の供与の有無
有・① 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

営利を目的とした事業を行う者及びイの活動を行う者又は特定の公

職Ⅲ実補者若しくは公職にある者に対する寄附の有無
有・③ 有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

書式第 10号 (法第 44条・51条・58条関係 )

認定基準等チェック表 (第 4表 ) (初葉)

(注意事
'D・ 「認定基準等チェック表 (第 4表)」 は、法第関条第1項に基づく書類 (役員報酬規程等提出書類)の提出時においても記載
及び添付する必要があります。その場合、「認定基準等チェック表第4表 (次葉)(ハ及び二)」 の記載及び添付の必要はありま

せん。

・ 認定の有効期間の更新の申請に当たつては、法第5条第1項に基づく書類 (役員報酬規程等提出,0に 記載した事項につい
て、添付を4"各することができます。

③

|
|

|

|

|



法人名 特定非営利活動法人 日本テニスウエルネス協会 チック欄

5 次に掲げる書類について閲覧の請求があつた場合には、正当な理由がある場合を除きこれをその事
務所において閲覧させること

イ 特定非営利活動促進法第28条に規定する事業報告書等、役員名簿及び定款等
口 各認定基準等に適合する旨及び欠格事由に該当しない旨を説明する書類
ハ 寄附金を充当する予定の具体的な事業の内容を記載した書類
二 役員報酬又は職員給与の支給に関する規程

○

ホ 収益の明細その他の資金に関する事項、資産の譲渡等に関する事項、寄附金に関する事項その他一定の事項
等を記載した書類

へ 助成の実績並びに海外送金等の金額及び使途並びにその予定日を記載した書類

同  意

⊂⊃ しない

イ

① 事業報告書等 (事業報告書、財産目録、貸借対照表、活動計算書、年間役員名簿、社員のうち10月以上の者の

氏名及び住所又は居所を記した:者動

② 役員名簿

③ 定款等 (定款、認証書の写し、登記事項証明書の写し)

ロ 各認定基準等に適合する旨を説明する書類、欠格事由に該当しない旨を説明する書類

ハ 寄附金を充当する予定の具体的な事業の内容を記載した書類

前事業年度の役員報酬又は職員給与の支給に関する規程

ホ

次の事項を記載した書類

① 収益の源泉別の明細、倍入金の明細その他の資金に関する事項
② 資産の譲渡等に係る事業の料金、条件その他その内容に関する事項
③ 次に掲げる取引に係る取引先、取引金額その他その内容に関する事項
・ 収益の生ずる取引及び費用の生ずる取引のそれぞれについて、取引金額の多い上位5者との取引
・ 役員、社員、職員若しくは寄階 又はこれらの者のヨ|1尋者若しくは三親等以内の親族又はこれらの者と特殊
の関係のある者との取引

④ 寄附者 (役員、役員の配IIR精しくは三親等以内の親族又は役員と特殊の関係、のある者で、当該法人に対する

寄附金の額の事業年度中の合計額が加万円以上であるものに限る。)の氏名並びにその寄附金の額及び受領年月

日

⑤ 給与を得た職員の総数及び当該職員に対する給与の総額に関する事項

⑥ 支出した寄附金の額並びにその相手先及び支出年月日

⑦ 海外̂ の送金又は金銭の持出しを行った場合 (その金額が2∞万円以下の場合に限る。)におけるその金額及び

使途並びにその実施日

① 助成金の支給を行った場合に事後に所轄庁に提出した書類の写し

② 海外への送金又は金銭の持出し(その金額が2∞ 万円以下のものを除く。)を行う場合には事前に又は災害に対

する援助等緊急を要する場合には事後に所轄庁に提出した書類の写し

書式第 13号 (法第44条・51条・58条関係)

認定基準等チェック表  (第 5表 )

(注意事巧D
・ 認定基準等チェック表第5豪|よ 法第5条第1項に基づく書類 (役員報酬規程等提出書類)の提出時に記載及び添付する必要が
あります。
. 認定の有効期間の更新の申請に当たつては、添付の必ヨまありません。

次に掲げる書類について関覧の請求があった場合には、正当な理由がある場合を除きこれをそ

の事務所において閲覧させることに同意する。

※闘耐こ8ける細則 (社
'嘴

調り等がある場合にlよ そ¢湘瞑il(■ブ嘴誤10等を添付してくださし、



書メこ第14号 (法第44条・51条・58条関係)

認定基準等チェック表  (第 7表 )

法人名 髄すは1括轍1人 日析ニスウエルネス協会

認定基準等チェック表  (第 7表)

7 法令又は法令に基づいてする行政庁の処分に違反する事実、偽りその他不正の行為により何らかの利
益を得、又は得ようとした事実その他公益に反する事実がないこと

たック欄

○

法令に違反する事実、偽りその他不正の行為により何らかの利益を得、又は得ようとした事実その他公益に反する

事実の有無

④ ⑮ ◎ ① ◎ 申 請 時

有・ ⑮ 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

○ 認定基準等チェック表 (第 7表)|よ 法第5条第1項に基づく書類 (役員報酬規程等提出書類)の提出時に記載及
び添イヤする必要があります。



書式第 15号 (法第 44条・51条・58条関係 )

欠格事由チェック表

法人名 特定非営利活動法人 日本テニスウエルネス協会

認定、仮認定又は認定の有効期間の更新の基準にかかわらず、次のいずれかの欠格事由に該当する法人

は認定、仮認定又は認定の有効期間の更新を受けることができません。
1 役員のうちに、次のいずれかに該当する者がある場合
イ 認定特定非営利活動法人が認定を取り消された場合又は仮認定特定非営利活動法人が仮認定を取り消された場
合において、その取消しの原因となつた事実があつた日以前 1年内に当該認定特定非営利活動法人又は当該仮認定
特定非営利活動法人のその業務を行う理事であつた者でその取消しの日から5年を経過しないもの
口 禁国以上の刑に処せられ、その執行を終わつた日又はその執行を受けることがなくなつた日から5年を経過しな
い者
ハ 特定非営利活動促進法若しくは暴力団員不当行為防止法に違反したことにより、若しくは刑法 204条等 Cヨ中員1)
若しくは暴力行為等処罰法の罪を犯したことにより、又は国税若しくは地方税に関する法律に違反したことによ

り、罰金刑に処せられ、その執行力ヽ終わつた日又はその執行を受けることがなくなつた日から5年を経過しない者
二 暴力国の構成員等 C潮膵曖2)
2 認定又は仮認定を取り消されその取消しの日から5年を経過しない法人
3 定款又は事業計画書の内容が法令等に違反している法人
4 国税又は地方税の滞納処分の執行がされているもの又は当該滞納処分の終了の日から3年を経過しない法人 (2

二|
.の 4

壁::」】Iミ il:|!!li:!:[`lili!:」 |:IUilll::」 !:iコ !!L:L」 !1壺 11!:Ellll:」巳:|:iL:1:!::_::`:|!:::L!lil::::i:!:111:L:il:|:lill111!EI:」 ::IL!三 11:|::::|::型 |:|:|:1:1:1:!:::!!::IE`:1:211:!::111:」 :|::::Lll`1::|:!:」と:1:「 !:と :こ 1目立)。
5 国税に係る重加算税又は地方税に係る重加算金を課された日から3年を経過しない法人
6 次のいずれかに該当する法人
イ 暴力団
口 暴力団又は暴力団の構成員等の統制下にある法人

「

役員のうち、次のいずれ力ヽ こ該当する者の有無

認定特定非営禾1活動法人が認定を取り消された場合又は仮認定特定非営利活動法人が仮認定を取

り消された場合において、その取消しの用 となった事実があつた日以前1年内に当該認定特定非

営禾1括動法人又は当該仮認定特定非営利活動法人のその業務を行う理事であった者でその取消し

の日から5年を経過しない者の有
‐
無

有・①

禁鋼以上の刑に処せられ、その執行を終わつた日又はその執行を受けることがなくなつた日から5

年を経過しなし渚の有無
有・①

特定獅 幡動促進法若しくは暴力団員による不当行為防止法に違反したことにより、若しくは刑

法第204条等若しくは暴ノ′子為部 4罰鉄の罪を犯したことにより、又は国税若しく閣也方税に関す

る法律に違反したことにより、罰金刑に処せられ、その執行が終わった日又はその執行を受けるこ

とがなくなつた日から5年を経過しない者の有無

有・①

暴力団の構成員等の有無 有・③

は い
。

定款又は事業計画書の内容が法令等に違反している法人 Itv\.@

4 国税又は地方税の滞悧波彰XD執行がされているもの又は当該滞納処分の終了の日から3年を経過

しない法人
Ef.(@

紺
蔀

認定、仮認定又は認定の有効期間の更新の申請時に、上記4上堡奎駈塑塑奎墨量笠とL奎量生菫生と塾逸誕堕董
「量の生」並螢1望!11目 i腱:望〔塾:國:雪:L`笙藝二L四111出邑盆1≧奎[士!と:童121と ,壼:墜!塑:2:墜登整菫堕墨璽坦豊を透旦

=る
こと _

(注 1)その他の事務所がある船 よ その他の事務所所在の滞納処分に係る納税証明書も添付すること

(注 2)役員報酬規程等提出書には添付不要

国税に係る重加算税又は地方税に係る重加算金を課された日から3年を経過しない法人 ll!.'@

次のいずれ力ヾこ該当する法人

l*v\@
暴力団又は暴力団の構成員等の統制下にある法人 は い

。

○

認定又は仮認定を取り消されその取消しの日から5年を経過しない法人

イ

イ 1暴力団

|コ

l        l

l 
チツ湘
 |


